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地
域
の
課
題
を
見
抜
き
、
解
決
に
貢
献
す
る
力
を
養
う

理
学
科
で
は
、2
年
次
の「
地

理
学
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」を
経
て
、

自
ら
が
専
門
的
に
学
び
た
い
と
考
え

る
領
域
に
近
い
教
員
の
セ
ミ
ナ
ー
に

所
属
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
際
社
会

や
異
文
化
理
解
、お
よ
び
経
済
地
理
学

を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
ま

す
。学
生
は
原
則
と
し
て
2
年
間
は
同

一
教
員
の
セ
ミ
ナ
ー
に
所
属
す
る
た

め
、
研
究
へ
の
取
り
組
み
方
、
既
存
研

究
の
読
み
解
き
方
、課
題
の
見
つ
け
方

を
は
じ
め
、
調
査
計
画
の
作
成
法
、
聞

取
り
調
査
の
段
取
り
、統
計
資
料
の
分

析
法
を
修
得
し
、地
域
の
課
題
を
見
つ

け
出
し
て
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
等
、

卒
業
研
究
を
ま
と
め
る
う
え
で
不
可

欠
な
力
を
着
実
に
養
い
ま
す
。輪
読
や

レ
ポ
ー
ト
作
成
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
の
み
な

ら
ず
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
力
も
修
得
し
、

さ
ら
に
学
年
を
越
え
た
学
生
同
士
の

共
同
作
業
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
ま
す
。将
来
的
に
多
様

な
人
材
と
共
生
し
、よ
り
よ
い
社
会
を

創
っ
て
い
く
た
め
の
力
を
培
う
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

▼ 学科ページ P.126

地

国際化社会に対応していくための異文化理解、海外諸地域の研究をテーマとしています。
特に経済格差が地域に及ぼす影響に着目し、経済格差が作り出される要因を地域特性に照らし合わせて明らかにしていきます。
また地理学が SDGs に密接に関わる学問領域でもあるため、持続可能な地域社会のあり方についても考えていきます。

貝沼セミナー
（地理学セミナーⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）

● セ ミナー T O P I C S ●

地域に学び、地域を知り、地域に貢献する
フィールドワークⅡでは、所属セミナーの教員と学生とともに3泊4日で調査
地域に赴き、自らが掲げたテーマについて調査します。フィールドワーク中は
現地でしか得られない情報を入手することを目的に、早い段階で自らのテーマ
設定を行い、現地に行く前に手に入る資料はどのようなものがあるかを考えま
す。綿密な事前準備を行うことでフィールドワークの機会を最大限に有効活用
することが可能になり、聞取り調査でも相手にこちらの意図が正確に伝わるこ
とで限られた時間のなかで多くの情報が得られるようになります。またフィー
ルドワーク後は現地で入手したデータの分析やまとめ方を考え、レポート作成
過程で不足している資料を認識。それらの経験を翌年の卒業研究作成に生かし
ていきます。フィールドワークによって経験する事前準備からの一連の取り組
みは、社会に出てからも役立つスキルを大いに向上させます。

渡来セミナー
（セミナー、セミナーの基礎、卒業研究指導［卒業論文含む］）

境
シ
ス
テ
ム
学
科
で
は
、3
年
次

よ
り
セ
ミ
ナ
ー
に
所
属
し
ま
す
。

「
セ
ミ
ナ
ー
の
基
礎
」「
セ
ミ
ナ
ー
」を

と
お
し
て
、
気
象
観
測
の
方
法
、
デ
ー

タ
の
処
理
方
法
、デ
ー
タ
解
析
の
た
め

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
方
法
、文
献

調
査
の
仕
方
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

手
法
等
を
学
び
ま
す
。4
年
次
に
な
る

と
、指
導
教
員
と
相
談
し
な
が
ら
気
象

学
・
気
候
学
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
し
、卒
業
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

「
卒
業
研
究
指
導
」で
は
、
研
究

の
進
捗
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。発
表
し
た
学
生
は
教

員
か
ら
の
助
言
だ
け
で
な
く
、学
生
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
を
受

け
、そ
れ
を
自
身
の
研
究
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　
渡
来
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、学
生
同
士
の

議
論
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
す
。活
動
や

卒
業
研
究
を
と
お
し
て
、自
ら
が
課
題

を
見
つ
け
、そ
れ
を
解
決
す
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
身
の
主

張
や
意
見
に
つ
い
て
論
理
的
に
説
明

で
き
る
力
を
養
う
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

● 学 科 T O P I C S ●

環境科学アドバンスト
1年次に優秀な成績を収
めた学生だけが履修で
きる2年次の科目です。
環境生物学、地圏環境
学、環境気象学、環境水
文学、環境情報学の各分
野で開講され、少人数で
の専門的な講義や研究
活動を行います。在学時

や卒業後のキャリア形成のための専門性と自由度を高めることが目的です。2年次から研究
室に入り、3年次で卒業研究を行う場合もあり、4年次には大学院での研究を始めたり、休学
せずに留学することも可能です。

気象予報士試験は合格
率が5％ほどしかない難
関であり、独学での突破
は困難です。本学科では
気象学に関するさまざ
まな授業、気象予報士問
題検討会や気象予報士
講座（有料）をとおして、
気象予報士をめざす学

生を全面的にサポートしています。2019年度は1名、最近3年間では合計4名が在学中に合
格し、卒業後は民間気象関連会社等で活躍しています。

気象予報士試験合格サポート

環 学
生
自
ら
課
題
を
見
つ
け

解
決
す
る
能
力
を
養
う

▼ 学科ページ P.122

気象学・気候学に関する多様なトピックスをテーマにしています。
4 年生はそれぞれのテーマで卒業研究を進め、セミナーではそれ
らを題材に発表・質疑・議論が展開。2019 年度は「秩父の雲
海の特徴」「館林アメダス移設の影響」「日本の竜巻発生環境場
の特徴」「ジェット気流の長期変化」等が研究されています。
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